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報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問合せください。

適用範囲

施工状況

下記のような特殊条件下では別途検討が必要である。
※　改良対象地盤内に礫および玉石が存在する場合。
※　着底地盤への根入れが必要な場合。
※　被圧水や伏流水がある場合。
※　改良深度が上空制限高さ以上の場合。
※　帯式・格子式・杭式等の改良で標準施工が10mを超える場合。

標準施工 施工実績

改　　良　　深　　度 1.0m～13.0m 13.9m

適用地盤  
粘性土 N値≦10程度 N値≒17

中間層 1ｍ程度

砂質土 N値≦20程度 N値≒32
中間層 1ｍ程度

着　　底　　地　　盤 N値≦30程度 N値≒50

狭隘なエリアでの施工

段差での施工

1.9㎥クラス（ツーピースブーム）　PBT-1100

撹拌状況

改良機全景
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技術（工法）の概要

技術（工法）の特長

技術審査の結果の概要

　トレンチャを装備したコンパクトな地盤改良機械を用いることで、以下の効果が期待できます。

● 環境への負荷（二酸化炭素の排出量）が少ない。
● 周辺地盤へ与える変位が小さい。
● 低振動・低騒音での施工が可能である。

周辺環境への
配慮

● 上空制限が強いられる場所での施工が可能である。
● 狭隘な場所や傾斜地における段違い箇所での施工が可能である。

優れた施工性の
実現

● 互層地盤においても、鉛直に撹拌混合することにより、均質な改良体の造成ができる。
● 専用の施工管理装置を用いたモニタリング施工による確実な品質管理が可能である。

確実な品質の
確保

※適応深度における標準施工機械において

※経済性の比較改良深度

機械撹拌工法 深度10m 程度まで
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改良下端凡例
□：コア不採取箇所
■：改良上端・改良下端

改良上端

シルト
質粘土

　パワーブレンダー工法は、原位置土とセメント、セメント系
固化材等の改良材に水を加えたスラリー（改良材スラリー）
を鉛直に撹拌混合して改良体を造成する地盤改良工法です。
　改良体は、バックホウを改造したべ一スマシンのアーム先
端にトレンチャ式撹拌混合機（トレンチャ）を装備したコンパク
トな地盤改良機械を用い、原位置土とトレンチャの先端より噴
射する改良材スラリーを撹拌翼で鉛直に撹拌混合して造成し
ます。
　これにより、概ね10m程度まで（浅層・中層領域）の互層地
盤においても、連続かつ安定した改良体の造成が可能となり
ます。

1.改良体コアの連続性と改良体の強度特性

2.周辺地盤へ与える変位と低振動・低騒音

　　  改良体コアの写真、コア採取率、湿潤密度の分布により、
「改良体コアの連続性」が確認されました。

＜改良体コアの連続性＞
　改良体コアの一軸圧縮強さにより、
「改良体の強度特性」が確認されました。

＜改良体の強度特性＞

　「改良体の造成に伴う周辺地盤への影響（変位）
が小さいこと」が確認されました。

＜周辺地盤へ与える変位＞
　「低振動・低騒音での施工が可能であること」が確認
されました。

＜低振動・低騒音＞

3.上空制限下における施工性
　「上空制限下においても上空制限高さと
同程度の改良深度の施工ができること」が
確認されました。

互層地盤における施工イメージ図（CG図）

施工時の機械高さの測定状況 施工状況
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